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第2実験実習室 実験

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２５Aカリ

【2025年度以降カリキュラム対象】2．【専門性】 農学分野の 生物学実験に必要な様々な基礎技術を習得し、正しい実験機器
専門的な学識と技術が身についている。 の操作ができる。

⇔

【2025年度以降カリキュラム対象】3．【情報分析・発信力】 生物学実験に必要な様々な基礎技術を習得し、正しい実験機器
論理的な思考力のもと，多様な情報を収集・分析・活用できる の操作ができる。
とともに，効果的に伝えることができる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 この授業では、生物学実験に必要な様々な基礎技術や実験機器の操作などを学びます。動物の細胞から
臓器、個体レベルでの実験、さらに微生物の観察・培養まで学びます。

(5)授業計画 第１回（富岡4/9）：全体説明、培地調製、無菌操作の基礎
第２回（富岡4/10）：細胞観察・継代・培養の基本操作
第３回（富岡4/16）：細胞観察
第４回（鈴木4/17）：血液細胞の観察
第５回（田中4/23）：細胞株の観察
第６回（鈴木4/24）：ラット・マウス組織切片の観察
第７回（鈴木5/7）：身近なものの観察
第８回（田中5/8）：動物実験の基本操作
第９回（保坂5/14）：微生物の培養（無菌操作）と形態観察
第１０回（保坂5/15）：微生物（細菌）による抗生物質生産のバイオアッセイ

注：最後の授業回に授業アンケートを実施．

(6)自主学習の指
針

ガイダンスで配布する資料について，実験当時までに必ず目を通し，実験操作の背景や概略を理解して
おく．
実験ごとにレポートを作成し，内容の確認とともに理解を深める．

(7)成績評価の基
準

秀：授業の達成目標水準から見て卓越している．（90点以上） 優：授業の達成目標水準よりかなり上に
ある．（80～89点） 良：授業の達成目標水準よりやや上にある．（70～79点）
可：授業の達成目標水準にある．（60～69点）
不可： 授業の達成目標水準にない．（59点以下）

(8)事前事後学習
の内容

事前学習：実験当時までに資料に目を通し，レポート用紙に実験操作の手順を書き留めておく．
事後学習：実験ごとにレポートを作成し，結果に対する考察をまとめる．

(9)テストやレポ
ートの予定

実験ごとにレポートを作成し提出してください．

(10)成績評価の方
法

1. レポート提出での評価を基本にします。
2. レポートは理想的な達成レベルを最高得点として難易度を設定しています。
3. 合計得点が90点以上を秀，80点以上を優，70-79点を良，60-69点を可，59点以下を不可と評価します。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

実験の各担当教員とメールアドレス
富岡　tomioka@shinshu-u.ac.jp
鈴木　ssuzuki@shinshu-u.ac.jp
田中　tanakasa@shinshu-u.ac.jp
保坂　thosaka@shinshu-u.ac.jp

(12)履修上の注意 この授業は，すべての回に出席することを前提とします。ただし，「信州大学における授業の出席に関
する要項」第4が規定する「学修の補充の対象とする事由」で欠席した場合を含み，
欠席回数が3回以上になると，授業の達成目標に到達することができないため単位が認定されません。

【教科書】 なし

【参考書】 なし


